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関東大会県予選準々決勝は７点（１Ｔ・1Ｇ)差で惜敗しました 
 

 ５月７日（水）１２：５０～鹿嶋市卜伝の郷運動公園で行われた、関東大会県予選の準々決勝で、日立

一高は東洋大牛久高に前半１９－１９、後半１２－１９、計３１－３８で惜敗し、ベスト４入りを逃しました。 
 

  

  
 

 この試合、前半１５分までは１９－０と完全なワンサイドゲームでしたが、暑さのためウォーターブレイ

クを入れた頃から疲れが見え始め、立て続けにトライを奪われて前半は１９－１９の同点。後半は逆に

０－１９と一方的にリードを奪われましたが、終了間際に２トライを返してノーサイド。 

終わってみれば、トライ数では５－６の１本差、前半の中頃にもう１本トライがとれていれば、或いは

そのまま逃げ切れたかもしれません。・・・勝負に「たら・れば」は禁物ですが、惜しまれます。 

攻めているときの強さと守りに入ったときの弱さが同居しており、ＦＷのスタミナ不足、簡単にターン

オーバーを許してしまうＢＫのボールコントロールの拙さ、疲れたときのタックルの甘さ、等々の課題が

改めて浮き彫りになりました。 
 

 
２００８．５．８ 茨城新聞 



 

  

 

上位の私立校と互角に戦えるだけのチーム力がついてきたことは事実です。しかし、さらに上を目

指すために何が必要なのか・・・部員も指導する側も、改めて胸に手を当てて考えてみる必要がありそ

うです。 

 

次の試合は、５月１３日（火）１１：４０～卜伝の郷で、水戸一高・磯原高の合同チームとの５位決定戦。 

合同チームとはいえ、その戦力は侮れません。さらなるステップアップのための試金石として、次の

大会につながる内容のある試合になることを期待しています。 

                                                                                                                             


